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今週のキーワード

バイオ製造DX
サプライチェーン再編とAI/自動化が加速

23
件

記事数

7
カ国

対象国

80億
ドル超

FFD投資額

6
ヶ月

IND最短

今週の全23記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 CGT製造能力拡大 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

Lonza、富士フイルム、AGC Biologicsらが細胞・遺
伝子治療/mRNA製造能力を世界的に拡大、日本企業
も投資強化。

#02 N-1灌流培養加速 技術解説
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
N-1灌流培養とPharma 4.0の統合により、バイオプ
ロセススケールアップと生産性向上が加速。

#03 AIバイオプロセス制御 技術紹介
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
AIバイオプロセス制御システムがリアルタイムデータ
と予測モデルで発酵・細胞培養・精製を最適化。

#04 SUB商業生産実績 技術紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
攪拌槽型シングルユースバイオリアクターが2000L商
業生産で実績、モジュラーハイブリッド型も進化。

#05 AGCと帝國製薬契約 企業提携
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
AGC Biologicsが帝國製薬の組換えタンパク質原薬のC
DMO契約を締結、日本の千葉工場でGMP製造。

#06 クラウドデータ管理 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
Distekがクラウド型バイオプロセスデータ管理ソフト
「BIOne Core」をリリース、データ管理を効率化。

#07 腫瘍オルガノイド 研究発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

Frederick国立がん研究所が灌流型ハイスループットO
rganoPlateで腫瘍オルガノイドプラットフォームを構
築。

#08 脳オルガノイド自動化 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
CellXpress.aiがiPSC由来脳オルガノイドの自動生成シ
ステムを発表、再現性と効率を向上。

#09 AIの定義明確化 解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

2026年サミットで、バイオプロセスAIは機械学習と
既存技術の統合が本質と定義、リアルタイムデータ活
用が鍵。

#10 バイオテック市場予測 市場予測
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●○○○

○

イマーシブ・バイオテック・エネルギー天然資源プラ
ットフォーム市場がAIとセンサーで最適化されると予
測。

#11 CDMO市場リーダー 市場分析
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
2026年バイオロジクスCDMO市場はLonzaらがリード
、AI製造、連続生産、アジア展開が成長の鍵。

#12 細胞培養自動化 技術紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
研究室がCellXpress.aiのような自動化接着・浮遊細胞
培養プラットフォームへ移行、研究効率を向上。

#13 肝臓オルガノイド製品 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
STEMCELL TechnologiesがヒトiPSC由来肝臓オルガ
ノイド製品を発売、肝臓研究を促進。

#14 サプライチェーン再編 市場分析
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

米国の対中政策転換がバイオ製造サプライチェーンを
再編、富士フイルム・日本政府がアジアの主要拠点に
。

#15
自己補正バイオプロセ
ス

技術紹介
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Bioseroが自己補正バイオプロセシングプラットフォ
ームを発表、機械学習とPATデータでR&D;自動化を
推進。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#16 NK細胞療法製造契約 企業提携
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
韓国ENCellが米国Ingenium社のAML標的Memory
NK細胞療法「gengleucel」の臨床製造契約を獲得。

#17 ターンダウン比革新 技術解説
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
高密度灌流システムにおけるバイオリアクターのター
ンダウン比最適化がN-1灌流プログラムを革新。

#18 予測モデリング研究 学術研究
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

ラバル大学がバイオ製造プロセスの予測モデリングに
関する博士研究テーマを発表、デジタルツインと機械
学習を統合。

#19
微生物生態系ウェビナ
ー

ウェビナ
ー告知

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●○○
○

●○○○
○

SelectScienceがBioXplorerプラットフォーム活用ウ
ェビナー開催、微生物生態系応答解明とバイオプロセ
ス開発を支援。

#20
FFD技術リーダーシッ
プ

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

富士フイルムダイオシンステクノロジーズが細胞培養
、微生物発酵、ウイルスベクター、細胞治療で技術的
リーダーシップを強化。

#21 テルモ、アジア支援 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

テルモがアジアの細胞治療スケールアップを支援する
「エコシステムブループリント」を発表、統合ソリュ
ーションを提供。

#22 Lonza、IND最短6ヶ月 新サービ
ス

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

LonzaがDNAからIND申請まで最短6ヶ月のバイオロ
ジクス製造サービスを発表、新ベクタープラットフォ
ームを導入。

#23 LV製造革新 技術提携
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

AGC BiologicsとAsimovが単一プラスミドLV Edge P
ackaging細胞株ライセンスでウイルスベクター製造を
革新。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ バイオ製造サプライチェーンの再編にどう対応しますか？
米国の対中政策転換により、世界のバイオ製造サプライチェーンは中国からアジア諸国へとシフトしています。富士フイ
ルムや日本政府が積極投資する中、自社の調達戦略や製造拠点の見直しは急務ではないでしょうか？

❷ AIと自動化技術は、自社の製造プロセスをどこまで変革できますか？
AIによるリアルタイム最適化、自己補正システム、自動オルガノイド生成など、バイオプロセスDXが急速に進んでいます
。これらの技術は、開発期間の短縮やコスト削減に直結しますが、貴社のR&D;や製造現場は導入準備ができていますか？

❸ 細胞・遺伝子治療の「製造ボトルネック」解消に貢献できますか？
LonzaのIND申請最短6ヶ月サービスや、AGC Biologicsの単一プラスミドLV製造革新など、CDMO各社が製造効率を劇的
に向上させています。自社の材料や装置、サービスは、この高速化・低コスト化の流れに追随し、競争力を維持できるで
しょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

アジア細胞治療

CGT製造拡大

オルガノイド自動化

サプライ網再編

LV製造革新

開発期間短縮AI製造最適化

AI定義明確化

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● アジア細胞治療 機会大 アジア市場での事業拡大 —

● CGT製造拡大 機会大 日本CDMOの事業機会増 —

● オルガノイド自動化 機会大 iPSC研究効率化に貢献 —

● サプライ網再編 注意 日本拠点の重要性向上 地政学リスクと調達難

● LV製造革新 注意 遺伝子治療コスト削減 既存技術の陳腐化

● 開発期間短縮 注意 新薬開発の加速 開発競争の激化

● AI製造最適化 注意 製造効率・品質向上 AI導入の遅れと人材難

● AI定義明確化 参考 AI導入の方向性明確化 —
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深掘り ① ― バイオ製造サプライチェーン再編と日本の役割
#14 | 2026/06/02 | BioProcess Insider | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

米国の対中バイオテクノロジー政策転換が、世界のバイオ製造サプライチェーンに大きな再編をもたらしています。こ
れに伴い、富士フイルムダイオシンステクノロジーズは40億ドルを超えるグローバル拡張を進め、日本政府も国内CD
MO構築に補助金を提供。韓国やインドも中国に代わる主要な製造拠点として台頭しており、アジア諸国がサプライチ
ェーンの多様化と安定化の鍵を握る状況です。

この動きは、バイオ医薬品の安定供給確保と地政学的リスク分散を目的としています。特に、細胞・遺伝子治療やワク
チンなど、高度な治療法の製造能力強化が急務であり、各国政府も国内製造基盤の強化を支援しています。日本は、富
士フイルムなどの大手企業と政府の連携により、アジアにおけるバイオ製造のハブとしての地位を確立する機会を得て
います。

▶ シニアテクニカルアナリスト

米国の政策転換は、日本のバイオ製造業界にとって極めて大きな【機会】です。特に、富士フイルムダ
イオシンステクノロジーズやAGC Biologicsのような日本のCDMOは、グローバルサプライチェーン再
編の恩恵を直接受けるでしょう。しかし、同時に【脅威】も存在します。急増する需要に対応するため
の設備投資、高度な製造技術を持つ人材の確保、そして国際競争力の維持は容易ではありません。日本
政府の補助金は一時的な支援に過ぎず、持続的な成長には技術革新と効率化が不可欠です。日本の材料
メーカーは、CDMOのニーズに応える高品質な培地やシングルユース部材の供給体制を強化すべきです
。経営層は、この地政学的変化をビジネスチャンスと捉え、迅速な意思決定と投資を行う必要がありま
す。

深掘り ② ― テルモが主導するアジア細胞治療エコシステム
#21 | 2026/06/03 | Regen Report | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

テルモは、アジア太平洋地域における細胞治療のスケーリングを支援するため、新しい「エコシステムブループリント
」を発表しました。この戦略は、ワークフロー、機器（Quantum Flex Cell Expansion Systemなど）、およびトレー
ニングを統合することで、細胞治療が初期開発からスケーラブルで反復可能な提供へと移行することを目指します。特
にCAR-T細胞療法に焦点を当て、中国や東南アジアでの製造拠点への関心が高まっています。

アジアは巨大な患者人口と経済成長を背景に、細胞治療市場で最も急成長している地域の一つです。しかし、高度な製
造技術、品質管理システム、熟練人材の不足が課題でした。テルモのブループリントは、閉鎖系自動拡張システムや専
門トレーニングを通じて、これらの課題に対処し、地域全体の細胞治療アクセス向上と商業化を加速させることを目的
としています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

テルモのエコシステムブループリントは、日本の医療機器メーカーがアジアの細胞治療市場でリーダー
シップを発揮する【機会】を示しています。特に、閉鎖系自動培養システム「Quantum Flex」のよう
な製品は、細胞治療製造の標準化と効率化に大きく貢献するでしょう。しかし、アジア市場の多様性と
規制環境への適応、そして競合他社の追随は【脅威】となり得ます。日本の部品メーカーは、テルモの
ようなシステムインテグレーターとの連携を強化し、高品質な消耗品やセンサー、自動化コンポーネン
トの供給を通じて、このエコシステムに深く関与すべきです。R&D;部門は、アジア特有のニーズ（例：
低コスト化、地域でのサプライチェーン構築）を考慮した製品開発を加速する必要があります。
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深掘り ③ ― ウイルスベクター製造の革新：単一プラスミド化
#23 | 2026/06/03 | MetaphysicalCells | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

AGC Biologicsと合成生物学のAsimovは、Asimovの既成Lentiviral (LV) Edge
Packaging細胞株のライセンス契約を締結しました。これにより、AGC Biologicsのミラノ拠点は、従来の4プラスミド
プロセスではなく、単一プラスミドトランスフェクションからのLV生産が可能になります。この技術は、ウイルスベク
ター生産のコストを劇的に削減し、プロセスを大幅に簡素化することが期待されています。

従来のLV製造は、複数の高価なGMPグレードプラスミドを同時に導入する複雑なプロセスでした。単一プラスミド化は
、プラスミド製造コストの削減、プロセス開発の簡素化、再現性とスケーラビリティの向上、そして開発リードタイム
の短縮といったメリットをもたらします。これは、遺伝子治療薬の商業化を加速し、患者へのアクセスを改善するため
の重要な技術革新です。

▶ シニアテクニカルアナリスト

この単一プラスミドLVパッケージング細胞株は、遺伝子治療薬製造における長年の【ボトルネック】を
解消する画期的な技術です。製造コストの劇的な削減とプロセスの簡素化は、遺伝子治療薬の市場拡大
を強力に後押しする【機会】となります。しかし、既存のウイルスベクター製造技術を持つ企業にとっ
ては、この新技術への移行が遅れると競争力を失う【脅威】となり得ます。日本のCDMOや遺伝子治療
薬開発企業は、この技術の導入を積極的に検討し、ライセンス取得や共同開発を通じて、製造プロセス
の効率化を図るべきです。R&D;部門は、この細胞株の性能評価と、自社製品への適用可能性を早急に検
証する必要があります。

その他の注目記事
Lonza、富士フイルムダイオシンステクノロジーズらがCGT製造能力を世界的に拡大 (Healthcare Ranking)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

主要CDMOが細胞・遺伝子治療/mRNA製造に巨額投資。日本の富士フイルムやAGC
Biologicsも積極的で、サプライチェーン多角化の動きが加速している。

LonzaがDNAからIND申請まで最短6ヶ月のバイオロジクス製造サービスを発表：GS Ori-Go™を導入 (PharmaSource)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

Lonzaが新ベクタープラットフォームでIND申請までの期間を劇的に短縮。新薬開発のスピードアップに直結するサー
ビスで、CDMO競争が激化する。

AIバイオプロセス制御システムが発酵・細胞培養・精製をリアルタイム最適化 (DevOps School)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

AIとセンサーを統合したリアルタイム制御システムがBioprocessing
4.0を加速。製造効率と品質向上に不可欠な技術であり、導入が急がれる。

攪拌槽型シングルユースバイオリアクター、2000L商業生産で実績、モジュラーハイブリッド型も進化 (CDMO World)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

シングルユースバイオリアクターが2000L商業生産で実績を確立。モジュラーハイブリッド型も登場し、製造の柔軟性
と効率が向上している。

CellXpress.aiがiPSC由来脳オルガノイドの自動生成システムを発表、再現性と効率を向上 (News-Medical.Net)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●○○

iPSC由来脳オルガノイドの自動生成システムが登場。複雑なオルガノイド研究の再現性と効率を飛躍的に高め、創薬研
究を加速する。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達】米国の対中バイオ政策動向を再確認し、既存サプライヤーの地政学リスクを評価。代替サプライヤー候
補のリストアップを開始。

• 【R&D;】AI/自動化技術に関する最新ウェビナーや展示会情報を収集し、社内共有。特にAI制御システムや自
動培養プラットフォームに注目。

• 【経営企画】テルモや富士フイルムの最新戦略を分析し、自社のグローバル戦略、特にアジア市場でのポジショ
ニングへの影響を検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【半導体PKG/EV設計】LonzaのIND最短6ヶ月サービスやAGCのLV製造革新が、自社の開発期間短縮にどう貢
献できるか、CDMO各社へのヒアリングを開始。

• 【R&D;】iPSC由来オルガノイドの自動生成システム（CellXpress.ai等）の導入可能性を検討。特に、創薬スク
リーニングや疾患モデル構築への応用を評価。

• 【材料メーカー】シングルユースバイオリアクターの最新動向（2000L商業生産、モジュラーハイブリッド型）
を調査し、自社材料の適合性や新製品開発の機会を特定。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/製造】AI駆動型バイオプロセス制御システム導入に向けたロードマップを策定。データサイエンス人
材の育成計画と、デジタルツイン技術の活用を検討。

• 【経営企画】アジア市場における細胞・遺伝子治療の成長戦略を再評価。テルモのエコシステムブループリント
を参考に、自社の協業戦略や投資機会を模索。

• 【全社】バイオ製造DX推進のための専門チームを立ち上げ、異分野（IT、AI、ロボティクス）との連携を強化
。継続的な技術学習と情報共有の仕組みを構築。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-06
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Lonza、富士フイルムダイオシンステクノロジーズらが
CGT製造能力を世界的に拡大

概要

2026年の主要バイオ医薬品CDMOランキングでは、Lonza、富士フイルムダイオシン
ステクノロジーズ、AGC Biologicsといった主要企業が、細胞・遺伝子治療および
mRNA製造におけるグローバルな能力拡張と投資を積極的に進めていることが報告さ

れました。特に富士フイルムダイオシンステクノロジーズは80億ドル以上の投資を、
AGC Biologicsは横浜での製造能力拡充を推進しています。これらの投資は、高度な治
療法の需要増加とサプライチェーンの多角化という業界トレンドに対応するもので

す。CDMO各社は、顧客のニーズに応えるため、革新的な製造技術と地理的展開を強
化しています。

公開日 2026年05月28日  Healthcare Ranking  アメリカ



詳細

主要成果

Lonza、富士フイルムダイオシンステクノロジーズ、AGC Biologicsなど、世界の主要な
CDMO（医薬品受託開発製造機関）各社が、バイオ医薬品、細胞・遺伝子治療
（CGT）、mRNA製造分野におけるグローバルな製造能力の大幅な拡張と戦略的投資を
推進していることが「Healthcare Ranking」の最新レポートで明らかになりました。こ
れにより、高度な治療法の需要増大に対応し、サプライチェーンの安定化と多角化が図
られています。

技術・臨床詳細

富士フイルムダイオシンステクノロジーズは、世界中で80億ドルを超える製造投資を実
施し、CGT分野でのリーディングポジションを確立しています。一方、AGC Biologics

は、日本の横浜拠点で遺伝子・細胞治療およびmRNA製造能力を拡充する具体的な計画
を進めており、アジア市場へのコミットメントを示しています。これらの投資は、単に
生産能力を増強するだけでなく、最新のバイオプロセス技術、特にシングルユースシス
テムや連続生産、デジタル化された製造管理システムの導入を通じて、品質と効率の向
上を目指しています。

背景・業界文脈

バイオ医薬品市場、特に画期的な治療法であるCGTやmRNAワクチンの分野は、急速な
成長を続けています。これに伴い、複雑な製造プロセスと厳格な品質要件を満たすため
の専門的なCDMOの役割が不可欠となっています。グローバルサプライチェーンのレジ
リエンス強化が求められる中、地理的に分散された製造拠点の確保は、リスク分散と市
場アクセス拡大の両面で重要な戦略です。各国政府も国内製造基盤の強化を支援してお
り、日本政府によるCDMO構築への補助金などもその一例です。



今後の展望

これらのCDMOによる積極的な投資と能力拡張は、今後数年間でバイオ医薬品の供給安
定化と、より多くの患者への革新的治療法の提供に貢献すると期待されます。特に、AI

駆動型製造や連続生産技術の導入は、製造コストの削減と生産リードタイムの短縮を実
現し、業界全体の効率性を飛躍的に向上させる可能性を秘めています。投資家にとって
は、成長市場における堅固なインフラと技術的優位性を持つCDMO企業への注目が高ま
るでしょう。

元記事: https://hcranking.com/news/2026/05/202605288878

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://hcranking.com/news/2026/05/202605288878


バイオプロセススケールアップとPharma 4.0導入をN-1灌
流培養で加速

概要

バイオプロセスにおけるスケールアップとPharma 4.0の統合が、N-1灌流培養技術の活
用により大幅に加速されることが示されました。AI・機械学習を用いた予測モデルが
歩留まりを最適化し、MESによるリアルタイムデータ統合が実現されています。ICH

Q13フレームワークに準拠した連続製造プラットフォームは、より効率的で堅牢なバ
イオ医薬品生産を可能にします。このアプローチは、シードトレイン期間の短縮と生
産性向上に貢献し、次世代のバイオ製造の鍵となります。

公開日 2026年06月03日  Drug Discovery News  アメリカ



詳細

主要成果

最新の研究では、バイオプロセスにおけるスケールアップと「Pharma 4.0」の導入が、
特にN-1灌流培養技術の活用によって飛躍的に加速されることが強調されています。人
工知能（AI）と機械学習を用いた予測モデルは、プロセスの歩留まりを最適化し、製造
実行システム（MES）によるリアルタイムデータ統合は、生産工程の透明性と制御性を
大幅に向上させます。これにより、バイオ医薬品製造はより効率的で信頼性の高いもの
へと変革を遂げつつあります。

技術・臨床詳細

N-1灌流培養は、生産バイオリアクターへの細胞の高密度接種を可能にし、従来のシー
ドトレインにかかる期間を短縮し、全体の生産性を向上させる画期的な技術です。この
記事では、ICH Q13フレームワークに準拠した連続製造プラットフォームが詳述されて
おり、これがどのように製品品質の一貫性を保ちつつ、製造コストを削減し、スループ
ットを高めるかに焦点を当てています。リアルタイムのプロセス分析技術（PAT）とデ
ジタルツインの活用により、プロセスの異常を早期に検知し、自動的に調整すること
で、ロスの最小化と効率的な資源利用を実現します。

背景・業界文脈

バイオ医薬品の需要が増加し、特に細胞・遺伝子治療のような高度な治療法が台頭する
中で、製造プロセスの効率化とコスト削減は業界にとって喫緊の課題です。Pharma 4.0
の概念は、医薬品製造にデジタル技術を統合し、データ駆動型のアプローチでプロセス
を最適化することを目指しています。N-1灌流培養のような先進的な上流工程技術と
AI・IoTを組み合わせることで、従来のバッチ生産の限界を超え、より柔軟で迅速な生
産体制が構築されつつあります。



今後の展望

バイオプロセスにおけるPharma 4.0とN-1灌流培養の普及は、バイオ医薬品のアクセス
を拡大し、患者への供給を加速させる可能性を秘めています。投資家やエンジニアは、
これらの技術革新がもたらす製造効率の向上と、それに伴う市場競争力の強化に注目す
べきです。特に、連続生産やAI駆動型制御システムは、将来のバイオ医薬品工場におけ
る標準技術となり、製造の自動化と最適化をさらに推進することで、新たなビジネスチ
ャンスを生み出すでしょう。

元記事: https://www.drugdiscoverynews.com/the-ultimate-guide-to-bioprocessing-scale-up-and-

pharma-4-0-17209

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drugdiscoverynews.com/the-ultimate-guide-to-bioprocessing-scale-up-and-pharma-4-0-17209
https://www.drugdiscoverynews.com/the-ultimate-guide-to-bioprocessing-scale-up-and-pharma-4-0-17209


AIバイオプロセス制御システムが発酵・細胞培養・精製を
リアルタイム最適化

概要

AIバイオプロセス制御システムが、リアルタイムセンサーデータ、履歴データ、予測
モデルを統合することで、発酵、細胞培養、精製プロセスを監視・予測・最適化する
革新的なソリューションを提供しています。このシステムは、AIによるフィード制

御、連続バイオプロセス制御、デジタルツインシミュレーション、予測メンテナンス
などの実用例を通じて、Bioprocessing 4.0の実現を加速します。センサーと計算能力
の向上により、自律型ラボの概念が現実のものとなりつつあり、医薬品製造の効率と

品質を劇的に向上させます。

公開日 2026年06月04日  DevOps School  アメリカ



詳細

主要成果

AIバイオプロセス制御システムが、バイオ製造における発酵、細胞培養、精製プロセス
をリアルタイムで監視、予測、最適化する画期的な能力を提供しています。これらのシ
ステムは、高度なセンサーデータ、豊富な履歴データ、および精緻な予測モデリングを
組み合わせることで、プロセスの安定性と生産性を飛躍的に向上させます。この技術の
進展は、医薬品開発および製造における「Bioprocessing 4.0」の実現を強力に推進する
ものです。

技術・臨床詳細

AIバイオプロセス制御システムは、以下の主要な機能を通じてその効果を発揮します。

AI駆動型フィード制御：培養中の栄養素や添加物の供給をリアルタイムで最適化
し、細胞成長と生産物の収量を最大化します。

連続バイオプロセス制御：プロセスの連続性を保ちながら、変動する条件に迅速に適
応し、一貫した製品品質を保証します。

デジタルツインベースのプロセスシミュレーション：物理的なプロセスの仮想モデル
を作成し、最適化シナリオのテストや問題の事前特定を可能にします。

予測メンテナンス：機器の故障を予測し、計画的なメンテナンスを可能にすること
で、予期せぬダウンタイムを削減します。

これらの機能は、より高性能なセンサーと飛躍的に向上した計算能力に支えられてお
り、複雑なバイオプロセスをかつてない精度で制御することを可能にしています。

背景・業界文脈

バイオ医薬品製造業界は、コスト削減、生産効率の向上、製品品質の一貫性確保といっ
た課題に直面しています。Bioprocessing 4.0は、これまでのバッチ生産に代わる連続生
産や、データ駆動型のスマート製造を推進することで、これらの課題を克服しようとす
る動きです。AI制御システムは、このビジョンの中核をなし、特に細胞・遺伝子治療薬
のような個別化医療製品の製造において、その複雑性を管理し、スケーラビリティを確
保する上で不可欠な技術となっています。



今後の展望

AIバイオプロセス制御システムの導入は、将来的には「自律型ラボ」の概念を現実のも
のとし、人間の介入を最小限に抑えた完全に自動化された製造環境を実現するでしょ
う。これにより、研究開発から商業生産までのリードタイムが短縮され、バイオ医薬品
の市場投入が加速されます。投資家は、この分野の技術革新がもたらす長期的な成長機
会に注目すべきであり、エンジニアにとっては、これらの高度なシステムを設計・導
入・運用するための新たな専門スキルが求められる時代が到来しています。

元記事: https://www.devopsschool.com/blog/top-10-best-ai-bioprocess-control-systems/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.devopsschool.com/blog/top-10-best-ai-bioprocess-control-systems/


攪拌槽型シングルユースバイオリアクター、2000L商業生
産で実績、モジュラーハイブリッド型も進化

概要

市販の生物製剤製造において、攪拌槽型シングルユースバイオリアクター（SUB）が
最大2000Lの商業規模で信頼性の高い運用を確立しました。また、500Lシングルユー
ス容器と連続灌流モジュールを統合した「モジュラーハイブリッド上流プラットフォ

ーム」は、従来の5000L供給バッチシステムと同等のバッチ収率を達成しています。デ
ジタルツインを用いた流体ダイナミクスシミュレーションにより、これらのシステム
の最適化がさらに進められており、製造効率と柔軟性を向上させています。

公開日 2026年05月30日  CDMO World  不明



詳細

主要成果

バイオ医薬品の商業製造において、シングルユースバイオリアクター（SUB）技術が大
きく進化しており、特に攪拌槽型SUBは、現在最大2000Lの規模で信頼性の高い運用が
実証されています。さらに、革新的な「モジュラーハイブリッド上流プラットフォー
ム」が開発され、500Lのシングルユース容器と連続灌流モジュールを組み合わせること
で、従来の5000L供給バッチシステムに匹敵するバッチ収率を達成できることが示され
ました。これらの進展は、バイオ製造の柔軟性と効率を劇的に向上させます。

技術・臨床詳細

攪拌槽型SUBは、そのシンプルな設計と確立された攪拌メカニズムにより、広範な細胞
培養プロセスに適用可能です。最大2000Lの商業容量での信頼性の実証は、生産規模の
拡大における主要なハードルの一つを克服したことを意味します。モジュラーハイブリ
ッドプラットフォームは、より小規模なSUBを基盤としながら、連続灌流技術を組み込
むことで、限られた設備投資で大規模な生産能力を実現します。特に、デジタルツイン
技術を用いた流体ダイナミクスのシミュレーションは、バイオリアクター内の混合効
率、酸素供給、栄養素分布を最適化し、細胞成長と製品収量の最大化に貢献していま
す。

背景・業界文脈

バイオ医薬品業界では、フレキシブルな生産体制、迅速なスケールアップ・ダウン、交
差汚染リスクの低減が求められており、シングルユース技術がその解決策として急速に
普及しています。特に、希少疾患治療薬や個別化医療の進展に伴い、多様な製品を効率
的に少量多品種生産するニーズが高まっています。この背景のもと、SUBの容量拡大
と、連続生産技術との融合は、今後のバイオ製造の標準を確立する上で極めて重要で
す。



今後の展望

これらのSUB技術の進化は、バイオ医薬品製造の経済性を改善し、より多くの新薬を迅
速に市場に供給することを可能にします。投資家にとっては、設備投資を抑えつつ高い
生産性を実現するこの技術は魅力的であり、エンジニアにとっては、デジタルツインや
モジュラー設計を活用した次世代バイオリアクターシステムの設計と運用が新たな挑戦
となります。最終的には、患者がより早く、より手頃な価格で革新的な治療法を受けら
れるようになるという、大きな社会的利益が期待されます。

元記事: https://cdmoworld.com/single-use-bioreactor-comparison-commercial-biologics/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cdmoworld.com/single-use-bioreactor-comparison-commercial-biologics/


AGC Biologics、帝國製薬の組換えrhMMP-7の微生物
CDMO契約を締結、千葉工場でGMP製造

概要

AGC Biologicsは、帝國製薬株式会社の組換えヒトマトリックスメタロプロテイナー
ゼ-7 (rhMMP-7)「KTP-001」について、微生物由来原薬のCDMO契約を締結しました。
初期の細胞バンク作成はドイツで行われ、その後のプロセス開発と臨床試験用のGMP

製造は、AGC Biologicsの日本の千葉工場が担当します。この提携は、AGC Biologicsの
グローバルな微生物製造ネットワークを活用し、サプライチェーンの安全性と柔軟性
を確保するものです。帝國製薬の革新的治療薬開発を支援する重要なステップとなり

ます。

公開日 2026年05月28日  AGC Biologics  日本



詳細

主要成果

AGC Biologicsは、帝國製薬株式会社が開発中の組換えヒトマトリックスメタロプロテイ
ナーゼ-7 (rhMMP-7)「KTP-001」の微生物由来原薬について、受託開発・製造サービス
（CDMO）を提供するための契約を締結しました。この戦略的提携により、KTP-001の
臨床試験向けGMP製造が日本の千葉工場で行われることとなり、帝國製薬の革新的な医
薬品開発が大きく前進します。

技術・臨床詳細

KTP-001は、特定の疾患治療への応用が期待される組換えタンパク質であり、その生産
には高度な微生物発酵技術が求められます。本プロジェクトの初期段階では、細胞バン
クの作成がドイツのハイデルベルクにあるAGC Biologicsの施設で行われます。その後、
プロセス開発の最適化と、臨床試験に必要な治験薬のGMP（適正製造規範）製造は、日
本の千葉工場に移行されます。AGC Biologicsは、欧州、北米、アジアの3大陸に微生物
製造能力を有する数少ないCDMOの一つであり、これにより帝國製薬は地理的に分散さ
れた堅牢なサプライチェーンの恩恵を受けることができます。

背景・業界文脈

バイオ医薬品、特に組換えタンパク質の開発においては、高い品質基準と効率的な製造
プロセスの確立が不可欠です。CDMOとの提携は、開発企業が自社のリソースを研究開
発に集中させつつ、専門的な製造ノウハウと大規模な設備を活用できるというメリット
があります。また、サプライチェーンの多様化は、地政学的リスクや予期せぬ供給途絶
に備える上で、今日のグローバルな医薬品開発においてますます重要になっています。
AGC Biologicsの日本拠点での製造は、アジア市場へのアクセスの良さも提供します。



今後の展望

この契約は、KTP-001の臨床開発を加速させるだけでなく、AGC Biologicsの微生物由来
バイオ医薬品CDMOとしての地位をさらに強化するものです。帝國製薬は、安定した高
品質な原薬供給を通じて、迅速な臨床試験の推進と、将来的な製品上市を目指します。
両社の提携は、グローバルな医薬品開発エコシステムにおいて、技術的な専門知識と戦
略的な製造能力がいかに重要であるかを示す好例であり、患者への新しい治療法の提供
に貢献すると期待されます。

元記事: https://www.outsourcedpharma.com/doc/agc-biologics-to-manufacture-teikoku-seiyaku-s-

rhmmp-drug-substance-0001

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.outsourcedpharma.com/doc/agc-biologics-to-manufacture-teikoku-seiyaku-s-rhmmp-drug-substance-0001
https://www.outsourcedpharma.com/doc/agc-biologics-to-manufacture-teikoku-seiyaku-s-rhmmp-drug-substance-0001


Distekがクラウド型バイオプロセスデータ管理ソフト
「BIOne Core」をリリース

概要

Distek, Inc.は、BIOneバイオプロセスコントローラ専用のクラウドホスト型履歴プラッ
トフォーム「BIOne Coreソフトウェア」をリリースしました。このSaaSソリューショ
ンは、接続されたすべてのBIOneユニットからのライブプロセスのトレンド監視、自動

データロギング、デバイス監視を一元化します。BIOne Coreは、DistekのBIOneエコシ
ステムにおける初の専用ソフトウェア層であり、同社の50年以上にわたる製薬ラボへ

の貢献をさらに強化します。これにより、バイオプロセスデータの管理と分析が大幅
に効率化されます。

公開日 2026年06月05日  Distek, Inc.  アメリカ



詳細

主要成果

Distek, Inc.は、同社のBIOneバイオプロセスコントローラ専用の初のクラウドホスト型
履歴プラットフォームである「BIOne Coreソフトウェア」を発表しました。この新しい
SaaS（Software as a Service）ソリューションは、接続されたすべてのBIOneユニットか
らのライブプロセスデータのトレンド監視、自動データロギング、およびデバイス監視
を一元的に行うことを可能にします。BIOne Coreの導入は、Distekのデジタルエコシス
テムの重要な拡張であり、バイオプロセスデータの包括的な管理と分析を劇的に簡素化
します。

技術・臨床詳細

BIOne Coreソフトウェアは、以下の主要機能を提供します。

集中データ管理：複数のBIOneバイオプロセスコントローラから生成される大量のデ
ータを一元的に収集し、管理します。

リアルタイムトレンド監視：培養プロセス中の重要なパラメーター（pH、DO、温度
など）をリアルタイムで視覚化し、異常を即座に特定できます。

自動データロギング：手動でのデータ記録作業を排除し、エラーのリスクを低減しな
がら、連続的かつ正確なデータ収集を実現します。

デバイス監視：接続された各BIOneユニットの稼働状況を監視し、メンテナンスの必
要性を予測することで、ダウンタイムを最小限に抑えます。

このクラウドベースのプラットフォームは、研究者やエンジニアが場所を選ばずにプロ
セスデータにアクセスし、分析することを可能にし、意思決定の迅速化とコラボレーシ
ョンの強化を促進します。

背景・業界文脈

バイオ医薬品製造におけるデータインテグリティとプロセスの最適化は、規制当局から
の要求と市場競争の激化により、ますます重要になっています。Pharma 4.0の推進に伴
い、デジタル化と自動化は、バイオプロセス開発および製造の効率を向上させるための
不可欠な要素です。BIOne Coreのようなクラウドベースのデータ管理システムは、これ
らの課題に対応し、複雑なデータセットを扱いやすくすることで、研究者やエンジニア
の負担を軽減し、より深い洞察を得ることを支援します。



今後の展望

BIOne Coreソフトウェアは、DistekのBIOneエコシステムの基盤となる専用ソフトウェ
ア層として、将来的なバイオプロセス制御システムのインテリジェント化と自動化を加
速するでしょう。これにより、製薬企業はより迅速に、よりコスト効率よく医薬品を開
発・製造できるようになり、最終的には患者へのアクセス向上に貢献します。投資家に
とっては、デジタル化が進むバイオプロセス市場におけるDistekの競争力強化と、SaaS

モデルによる継続的な収益機会が注目すべき点となります。

元記事: https://www.labmanager.com/distek-launches-bione-core-software-for-cloud-based-

bioprocess-data-management-35496

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.labmanager.com/distek-launches-bione-core-software-for-cloud-based-bioprocess-data-management-35496
https://www.labmanager.com/distek-launches-bione-core-software-for-cloud-based-bioprocess-data-management-35496


Frederick国立がん研究所、灌流型ハイスループット
OrganoPlateで腫瘍オルガノイドプラットフォームを構築

概要

Frederick国立がん研究所は、MIMETASの灌流型ハイスループットOrganoPlateプラッ
トフォームを活用し、精密腫瘍学研究のための先進的な腫瘍オルガノイドプラットフ
ォームを構築しました。このシステムは、64個の成人幹細胞由来結腸オルガノイドを

灌流チューブ状に培養し、すぐに使用できる状態で提供します。また、患者由来がん
モデルの培養を簡素化するOncoPro Tumoroid Culture Mediumなど、新しい細胞培養
製品の開発にも注力しており、前臨床研究の効率と信頼性を向上させます。

公開日 2026年05月28日  Frederick National Laboratory for Cancer Research  アメリカ



詳細

主要成果

Frederick国立がん研究所は、精密腫瘍学研究を革新するため、MIMETAS社の灌流型ハイ
スループットOrganoPlateプラットフォームを導入し、先進的な腫瘍オルガノイドプラ
ットフォームを開発しました。この技術により、64個の成人幹細胞由来結腸オルガノイ
ドを灌流チューブ状に効率的に培養し、すぐに研究に利用できる状態で提供することが
可能になります。これは、患者由来のがんモデルを用いた創薬スクリーニングや疾患メ
カニズム解明の加速に大きく貢献するものです。

技術・臨床詳細

MIMETASのOrganoPlateおよびOrganoReady®製品ラインは、独自のマイクロ流体技術
を基盤としています。灌流チューブ状の構造により、オルガノイドは生体内環境に近い
動的な栄養供給と老廃物排出の条件下で培養されます。これにより、静的培養では見ら
れない細胞の分化、機能維持、薬物応答の再現性が向上します。特に、このプラットフ
ォームはハイスループットに対応しており、多数の薬物候補や条件を並行して評価でき
るため、前臨床試験のボトルネックを解消します。また、患者由来のがんモデルの培養
を簡素化するために、OncoPro Tumoroid Culture Mediumなどの新しい最適化された細
胞培養培地も開発され、研究者の作業負荷を軽減し、より生理学的に関連性の高い結果
を導き出します。

背景・業界文脈

従来のがん研究では、2次元細胞培養や動物モデルが主流でしたが、これらはしばしば
ヒトの生理学的状況や薬物応答を正確に再現できないという課題がありました。オルガ
ノイド技術、特に腫瘍オルガノイドは、患者のがん組織の複雑な微小環境をより忠実に
模倣できるため、精密医療の進展に不可欠なツールとして注目されています。ハイスル
ープットかつ灌流型のシステムは、そのスケーラビリティと生理的関連性から、創薬研
究における効率と予測性を高める鍵となります。



今後の展望

この腫瘍オルガノイドプラットフォームの活用は、個別化医療の実現に向けた大きな一
歩となります。研究者は、患者のがん細胞から作製したオルガノイドを用いて、最適な
治療薬をスクリーニングしたり、特定の患者の薬物応答を予測したりすることが可能に
なります。これにより、臨床試験の成功率が向上し、治療開発のコストと時間が削減さ
れることが期待されます。投資家にとっては、オルガノイド技術、特にハイスループッ
トスクリーニングに対応するプラットフォームの開発企業は、今後の成長が期待される
分野として魅力的でしょう。

元記事: https://frederick.cancer.gov/events/engineering-tumor-organoid-platforms-precision-oncology

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://frederick.cancer.gov/events/engineering-tumor-organoid-platforms-precision-oncology


CellXpress.aiがiPSC由来脳オルガノイドの自動生成システ
ムを発表、再現性と効率を向上

概要

CellXpress.ai自動細胞培養システムが、iPSCからの自動脳オルガノイド生成を実現しま
した。このシステムは、液体ハンドラー、インキュベーター、イメージャー、機械学
習支援画像解析ソフトウェアを統合し、長期間にわたるオルガノイド培養における変

動性と労働力の課題を克服します。同じインキュベーター内で幹細胞と脳オルガノイ
ドの両方を培養できるエンドツーエンドのワークフローを提供することで、神経科学
研究と創薬の効率を劇的に向上させることが期待されます。

公開日 2026年05月29日  News-Medical.Net  イギリス



詳細

主要成果

CellXpress.ai自動細胞培養システムが、ヒトiPSC（人工多能性幹細胞）からの脳オルガ
ノイド生成プロセスを完全に自動化することに成功しました。この革新的なシステム
は、液体ハンドリング、培養、イメージング、そして機械学習を活用した画像解析を統
合することで、長期間にわたる複雑なオルガノイド培養の再現性を飛躍的に向上させ、
研究者の作業負荷を大幅に軽減します。これは、神経疾患研究と創薬開発における大き
なブレークスルーを意味します。

技術・臨床詳細

CellXpress.aiシステムは、以下の主要コンポーネントをシームレスに統合しています。

高精度液体ハンドラー：細胞の播種、培地交換、試薬添加などの作業を正確かつ自動
的に実行します。

統合型インキュベーター：温度、CO2濃度、湿度などの培養条件を厳密に制御し、オ
ルガノイドの健全な成長を促進します。

高解像度イメージャー：培養中のオルガノイドの形態変化や成長を定期的に自動で取
得し、リアルタイムでの監視を可能にします。

機械学習支援画像解析ソフトウェア：取得した画像データを解析し、オルガノイドの
サイズ、形状、分化度などの定量的評価を自動で行います。これにより、客観的で一
貫したデータが得られます。

特筆すべきは、このシステムが同じインキュベーター内でiPSCの維持培養から脳オルガ
ノイドの誘導・成熟までを一貫して行えるエンドツーエンドのワークフローを提供する
ことです。これにより、手動操作による汚染リスクやバッチ間変動が最小限に抑えられ
ます。



背景・業界文脈

脳オルガノイドは、ヒトの脳の発達、機能、および疾患メカニズムを研究するための画
期的な3Dモデルとして注目されています。しかし、その作製と長期培養は極めて複雑
で、高度な技術と熟練した手作業を必要とし、バッチ間での再現性の確保が大きな課題
でした。この手動による制約が、大規模な薬物スクリーニングや、複雑な疾患モデルの
解析への応用を妨げていました。CellXpress.aiのような自動化システムは、これらの課
題を解決し、神経科学分野における研究のボトルネックを解消する可能性を秘めていま
す。

今後の展望

CellXpress.aiシステムの導入は、神経疾患（アルツハイマー病、パーキンソン病、自閉
症スペクトラム障害など）の病態解明や、それらに対する新規治療薬の開発を大幅に加
速させるでしょう。研究者は、より少ない労力で、より多くの高品質な脳オルガノイド
モデルを安定して供給できるようになり、ハイスループットスクリーニングや毒性試
験、個別化医療に向けた研究への道を開きます。投資家にとっては、バイオテック分野
における自動化とAI統合は、研究効率と創薬成功率を高める重要なトレンドとして注目
されます。

元記事: https://www.news-medical.net/whitepaper/20260529/Automated-brain-organoid-generation-

with-the-CellXpressai-system.aspx

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.news-medical.net/whitepaper/20260529/Automated-brain-organoid-generation-with-the-CellXpressai-system.aspx
https://www.news-medical.net/whitepaper/20260529/Automated-brain-organoid-generation-with-the-CellXpressai-system.aspx


#09 バイオプロセスにおける「AI」は機械学習と既存技術
の統合が本質：2026年サミットで議論

概要

2026年グローバルバイオプロセシング・バイオテクノロジーサミットでの議論による
と、バイオプロセシングにおける「AI」は、大規模言語モデルではなく、既存のモデ
リング、シミュレーション、自動化ツールへの機械学習の統合として理解されるべき

です。具体的には、実験計画法、多変量データ解析、デジタルツイン、プロセス分析
技術（PAT）などが挙げられ、リアルタイムのプロセスデータ活用が重要視されまし
た。この定義は、業界がAI技術を実用的な課題解決にどのように適用しているかを明

確にします。

公開日 2026年06月04日  Mewburn Ellis  イギリス



詳細

主要成果

2026年グローバルバイオプロセシング・バイオテクノロジーサミットでの主要な議論の
一つは、バイオプロセシング分野における「AI」というバズワードの本質を明確にする
ことでした。結論として、「AI」は一般的な大規模言語モデル（LLM）のようなもので
はなく、むしろ実験計画法（DoE）、多変量データ解析（MVDA）、デジタルツイン、
プロセス分析技術（PAT）といった既存のモデリング、シミュレーション、自動化ツー
ルに機械学習（ML）を統合したものであるという共通認識が示されました。これは、
リアルタイムのプロセスデータ活用が極めて重要であるという理解を深めるものです。

技術・臨床詳細

バイオプロセシングにおけるAIの統合は、具体的には以下の技術領域で進んでいます。

実験計画法（DoE）へのML適用：複雑な培養条件や精製ステップの最適化におい
て、MLアルゴリズムが効率的な実験設計とデータ解析を支援します。

多変量データ解析（MVDA）の強化：複数のプロセスパラメーターを同時に解析
し、製品品質に影響を与える因子を特定する能力がMLによって向上します。

デジタルツインとMLの融合：物理的なバイオプロセスの仮想モデル（デジタルツイ
ン）にMLを組み込むことで、予測シミュレーションの精度が高まり、プロセスの挙
動をより正確に予測・制御できます。

プロセス分析技術（PAT）データのリアルタイム解析：センサーから得られる膨大な
PATデータをMLがリアルタイムで解析し、プロセス中の異常や最適な操作条件を自動
で検知・提案します。

これらの技術は、メディア開発、製造プロセスの最適化、そしてサプライチェーン管理
に至るまで、幅広いバイオプロセシングのテーマに応用されています。



背景・業界文脈

バイオ医薬品の開発・製造は、その複雑性と高コスト性から、常に効率化が求められて
います。近年、データ生成量の爆発的な増加と計算能力の向上により、AI技術の活用が
注目されています。しかし、その具体的な適用範囲や定義は必ずしも明確ではありませ
んでした。このサミットでの議論は、業界がAIを単なる流行語としてではなく、既存の
強固な科学的・工学的基盤の上に築かれた実用的なツールとしてどのように捉えている
かを示しています。

今後の展望

バイオプロセシングにおけるAIの戦略的な統合は、今後、製品開発のスピードアップ、
製造コストの削減、製品品質の一貫性の向上に不可欠な要素となるでしょう。特に、リ
アルタイムデータに基づく自律的なプロセス調整は、品質管理の強化と規制遵守の効率
化に貢献します。投資家は、これらのAI技術を効果的に導入・活用できる企業が、将来
のバイオ医薬品市場において競争優位性を確立すると考えるべきです。エンジニアは、
MLアルゴリズムとバイオプロセス知識を組み合わせた専門性がますます重要になりま
す。

元記事: https://www.mewburn.com/forward/ai-in-bioprocessing-whats-behind-the-buzzword

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mewburn.com/forward/ai-in-bioprocessing-whats-behind-the-buzzword


#10 イマーシブ・バイオテック・エネルギー天然資源プラ
ットフォーム市場、AIとセンサーで最適化

概要

本記事はDigital Journalが発行した市場調査レポートの概要紹介です。イマーシブ・バ
イオテック・エネルギー天然資源プラットフォーム市場は、人工知能（AI）を活用し
た機械学習モデルにより、生物学的データセットを解釈し、最適な資源配分を提案し

ます。生産現場から直接、代謝、酵素、微生物のシグナルを捕捉するセンサーネット
ワークが導入され、リアルタイムでの調整を可能にします。これにより、ダウンタイ
ムを削減し、バイオリアクターの収率安定性を向上させることが期待されています。

公開日 2026年06月01日  Digital Journal  カナダ



詳細

レポート概要

本記事はDigital Journalが発行した市場調査レポート「Immersive Biotech Energy Natural

Resources Platform Market Outlook 2026-2034」の概要紹介です。本レポートは、バイ
オテック分野におけるエネルギーおよび天然資源プラットフォーム市場の将来の展望と
技術動向について分析しています。

主要な調査結果

人工知能（AI）を活用した機械学習モデルが、生物学的データセットの解釈に中心的
役割を果たし、フィードストックの混合やバイオリアクターの条件を最適化するため
の資源配分を提案します。

生産現場に直接導入されるセンサーネットワークは、代謝物、酵素活性、微生物のシ
グナルをリアルタイムで捕捉します。

捕捉されたデータに基づき、プロセスはリアルタイムで自動的に調整され、生産のダ
ウンタイムを削減し、バイオリアクターにおける収率の安定性を向上させます。

このプラットフォームは、バイオエネルギー生産やバイオベースの資源開発など、広
範なアプリケーションで効率と持続可能性を高めることを目指しています。

発行会社について

Digital Journalは、カナダに本社を置く世界的なオンラインニュースメディアであり、
様々な業界の市場動向や技術革新に関する情報を提供しています。

元記事: #

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#11 Lonza、Samsung Biologics、Catalentが2026年バイ
オロジクスCDMO市場をリード：AI製造とアジア展開が鍵

概要

2026年のバイオロジクスCDMO市場では、Lonza、Samsung Biologics、Catalentが主要
プレイヤーとして注目されています。Lonzaはエンドツーエンドの多重モダリティと科
学革新、Samsung Biologicsは大規模な工業スケールとターンキー実装、Catalentは柔

軟な医薬品/最終充填サービスで差別化を図っています。AI駆動型製造、連続生産技
術、アジア太平洋地域での戦略的拡張が市場成長の主要な牽引役となることが予測さ
れています。これらのトレンドは、CDMO業界の未来を形作る上で不可欠です。

公開日 2026年06月03日  Towards Healthcare  不明



詳細

主要成果

2026年のバイオロジクスCDMO市場において、Lonza、Samsung Biologics、Catalentが
業界を牽引する主要プレイヤーとして浮上していることが、最新の分析で明らかになり
ました。各社は異なる強みを持ち、市場の多様なニーズに応えています。今後、AI駆動
型製造、連続生産技術、そしてアジア太平洋地域での戦略的拡張が、CDMO市場の成長
をさらに加速させる主要な推進力となることが予測されています。

技術・臨床詳細

各社の戦略は以下の通りです。

Lonza：エンドツーエンドの多重モダリティ製造能力と、科学的イノベーションへの
継続的な投資を通じて、幅広い顧客のニーズに対応しています。細胞・遺伝子治療、
バイオ医薬品、ペプチドなどの多様なモダリティに対応できる柔軟性が強みです。

Samsung Biologics：大規模な工業スケールの製造施設と、迅速なターンキー実装
（一貫生産体制）により、顧客の市場投入期間の短縮に貢献しています。特に抗体医
薬品の大量生産において強固な地位を築いています。

Catalent：柔軟な医薬品（Drug Product）製造および最終充填（Fill & Finish）サービ
スに焦点を当て、特に無菌充填や高度なデリバリーシステムにおいて専門性を提供し
ています。

これらの主要CDMOは、プロセス分析技術（PAT）とデジタル技術を統合することで、
製造効率と品質管理を向上させ、次世代のバイオ医薬品製造に対応しています。

背景・業界文脈

バイオ医薬品市場は、がん、自己免疫疾患、希少疾患などの治療薬需要の高まりによ
り、持続的な成長を続けています。特に、細胞・遺伝子治療やmRNAベースの治療薬と
いった新しいモダリティの登場は、製造プロセスの複雑性を増大させ、CDMOの専門性
と能力の重要性を一層高めています。また、グローバルサプライチェーンの堅牢性への
関心が高まる中、アジア太平洋地域は、その経済成長とバイオ医薬品市場の拡大によ
り、戦略的な製造拠点としての重要性を増しています。



今後の展望

AI駆動型製造と連続生産技術の普及は、CDMO業界に変革をもたらし、製造コストの削
減、生産効率の向上、製品品質の一貫性確保を実現するでしょう。アジア太平洋地域へ
の戦略的投資は、新興市場の成長を取り込み、グローバルな製造ネットワークを強化す
る上で不可欠です。投資家は、これらの技術トレンドと地域戦略を積極的に推進する
CDMO企業が、将来の市場リーダーとなる可能性が高いと見ています。エンジニアは、
これらの先進的な製造システムの設計、導入、運用において新たなスキルが求められる
ことになります。

元記事: https://www.towardshealthcare.com/key-insights/lonza-samsung-biologics-catalent-biologics-

cdmo-market

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.towardshealthcare.com/key-insights/lonza-samsung-biologics-catalent-biologics-cdmo-market
https://www.towardshealthcare.com/key-insights/lonza-samsung-biologics-catalent-biologics-cdmo-market


#12 研究室が自動化接着・浮遊細胞培養プラットフォーム
へ移行：CellXpress.aiが多様な細胞タイプをサポート

概要

研究室は、CellXpress.aiシステムのような自動化された接着・浮遊細胞培養プラットフ
ォームへの移行を加速しています。このシステムは、2D接着細胞、浮遊細胞、3Dオル
ガノイドといった多様な細胞タイプをサポートし、ハイスループットイメージャー、

液体ハンドラー、インキュベーター、IN Carta®画像解析ソフトウェアを統合していま
す。画像ベースの意思決定と時間駆動のスケジュールに基づいて細胞培養操作を自動
で実行することで、手作業の削減、再現性の向上、スケーラブルな細胞培養が可能と

なり、研究効率を飛躍的に高めます。

公開日 2026年05月29日  News-Medical.Net  イギリス



詳細

主要成果

研究室は、手作業の負担を軽減し、細胞培養の再現性とスケーラビリティを向上させる
ため、CellXpress.aiシステムのような自動化接着・浮遊細胞培養プラットフォームへの
移行を急速に進めています。このシステムは、2D接着細胞、浮遊細胞、さらには3Dオ
ルガノイドといった多様な細胞タイプに対応し、複雑な培養プロセスの自動化を実現す
ることで、研究効率を劇的に向上させます。

技術・臨床詳細

CellXpress.aiプラットフォームは、以下の高度なコンポーネントを統合しています。

ハイスループットイメージャー：培養容器内の細胞を定期的に自動で撮影し、高解像
度の画像データを提供します。

液体ハンドラー：正確な培地交換、細胞播種、試薬添加などを自動で行い、手動操作
によるヒューマンエラーや汚染リスクを排除します。

インキュベーター：安定した温度、CO2濃度、湿度を維持し、最適な細胞成長環境を
提供します。

IN Carta®画像解析ソフトウェア：取得した画像データを解析し、細胞数、生存率、
形態、凝集体のサイズなど、様々なパラメーターを定量的に評価します。このソフト
ウェアは、画像ベースの意思決定を支援し、あらかじめ設定された時間駆動のスケジ
ュールに基づいて、次の培養操作を自動でトリガーします。

このシステムにより、研究者は、より少ない手動介入で、長期間にわたる複雑な細胞培
養実験を、高い再現性を持って実施できるようになります。

背景・業界文脈

細胞培養は、創薬研究、再生医療、疾患モデル構築において不可欠なツールですが、手
作業に依存する従来の培養方法は、時間と労力がかかり、結果の変動性が高いという課
題を抱えていました。特に、ハイスループットスクリーニングや、iPSC由来の複雑な3D

オルガノイドの培養では、自動化が不可欠です。CellXpress.aiのような自動化プラット
フォームは、これらの課題を解決し、研究のボトルネックを解消することで、より迅速
な科学的発見と治療法開発を支援します。



今後の展望

細胞培養の自動化は、創薬パイプラインの効率を向上させ、個別化医療の進展に貢献す
るでしょう。研究者は、手作業から解放され、より複雑な実験デザインやデータ解析に
集中できるようになります。この技術は、細胞治療製品の製造スケールアップにも応用
可能であり、将来的には、完全に自律的な「ラボ・オブ・ザ・フューチャー」の実現に
向けた重要なステップとなります。投資家にとっては、バイオテック分野における自動
化ソリューションへの投資が、長期的な成長と市場競争力の向上をもたらすと期待され
ます。

元記事: https://www.news-medical.net/whitepaper/20260529/Why-laboratories-are-switching-to-

automated-adherent-and-suspension-cell-culture-platforms.aspx

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.news-medical.net/whitepaper/20260529/Why-laboratories-are-switching-to-automated-adherent-and-suspension-cell-culture-platforms.aspx
https://www.news-medical.net/whitepaper/20260529/Why-laboratories-are-switching-to-automated-adherent-and-suspension-cell-culture-platforms.aspx


#13 STEMCELL Technologies、ヒトiPSC由来肝臓オルガ
ノイド製品を発売し肝臓研究を促進

概要

STEMCELL Technologiesは、ヒトiPSC（人工多能性幹細胞）由来の肝臓オルガノイド製
品を発売し、肝臓の発達、薬物性肝損傷、肝毒性、代謝などの研究を促進します。こ
れらのオルガノイドは、STEMdiff™ Hepatic Organoid Growth MediumとOrganoid

Culture Platesを用いて効率的に培養・拡張可能です。生理学的に関連性の高い結果を
提供し、肝臓特異的マーカーを発現し、分化後に重要な肝機能を備えているため、創
薬スクリーニングや疾患モデルに最適なツールとなります。

公開日 2026  STEMCELL Technologies  カナダ



詳細

主要成果

STEMCELL Technologiesは、ヒトiPSC（人工多能性幹細胞）由来の肝臓オルガノイド製
品を新たに発売し、肝臓関連研究分野に革新的なツールを提供します。これらのオルガ
ノイドは、肝臓の発達メカニズム、薬物性肝損傷（DILI）、肝毒性、そして薬物代謝と
いった多岐にわたる研究領域において、より生理学的に関連性の高いモデルとして利用
されることを目的としています。

技術・臨床詳細

STEMCELL TechnologiesのiPSC由来肝臓オルガノイドは、独自の最適化された培養プロ
トコルと専用の培地システムであるSTEMdiff™ Hepatic Organoid Growth Mediumおよ
びOrganoid Culture Platesを用いることで、高効率かつ高純度に作製・維持されます。
これらのオルガノイドは、以下のような重要な特性を備えています。

生理学的関連性：ヒトの肝臓の微細構造と細胞組成を高度に再現し、生体内の肝機能
を模倣します。

肝臓特異的マーカーの発現：アルブミン、CYP450酵素などの主要な肝臓機能関連遺
伝子やタンパク質を安定して発現します。

重要な肝機能：薬物代謝、胆汁酸分泌、グリコーゲン貯蔵など、分化後の多様な肝臓
機能を保持します。

高い拡張性：標準化されたプロトコルにより、研究室での大規模培養やハイスループ
ットスクリーニングへの応用が容易です。

これらの特性は、創薬における候補化合物の安全性・有効性評価や、様々な肝疾患のメ
カニズム解明に極めて有用です。

背景・業界文脈

肝臓は薬物代謝の中心臓器であり、薬物開発における肝毒性評価は重要なステップで
す。しかし、従来の2次元細胞培養モデルや動物モデルでは、ヒト肝臓の複雑な生理機
能や薬物応答を完全に再現することが困難でした。iPSC由来肝臓オルガノイドは、ヒト
の遺伝的背景を反映した疾患モデルの作製や、個別化医療に向けた薬物スクリーニング
を可能にする3D培養技術の代表格として、大きな期待を集めています。これにより、前
臨床試験の成功率を高め、開発期間とコストを削減することが可能になります。



今後の展望

STEMCELL Technologiesによる高品質な肝臓オルガノイド製品の提供は、創薬研究の効
率化と、より正確な前臨床データ取得に貢献するでしょう。この技術は、特にDILIのリ
スクが高い化合物や、特定の遺伝的背景を持つ患者に対する薬物応答の予測において、
革新的な解決策を提供します。投資家は、iPSC由来オルガノイド市場の成長と、それを
支える製品・技術を提供する企業に注目すべきであり、エンジニアや研究者は、これら
のモデルを組み込んだ自動化されたスクリーニングシステムの開発に注力することが期
待されます。

元記事: https://www.stemcell.com/products/human-ipsc-derived-hepatic-organoids.html

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stemcell.com/products/human-ipsc-derived-hepatic-organoids.html


#14 米国の対中政策転換がバイオ製造サプライチェーンを
再編：富士フイルム・日本政府がアジアの主要拠点に

概要

米国の対中バイオテクノロジー政策転換が、世界のバイオ製造サプライチェーンの再
編を促しています。これに伴い、富士フイルムダイオシンステクノロジーズは40億ド
ルを超えるグローバル拡張を進め、日本政府も国内CDMO構築に補助金を提供してい

ます。韓国は大型分子製造で、インドのCDMO市場は2024年の84億ドルから2029年ま
でに154億ドルへ倍増すると予測され、アジア諸国が中国に代わる主要な製造拠点とし
て台頭しています。

公開日 2026年06月02日  BioProcess Insider  アメリカ



詳細

主要成果

米国政府による対中バイオテクノロジー政策の転換が、世界のバイオ製造サプライチェ
ーンに大きな再編をもたらしています。この地政学的な変化を受けて、富士フイルムダ
イオシンステクノロジーズは40億ドルを超えるグローバルな製造能力拡張を進め、日本
政府は国内のCDMO（医薬品受託開発製造機関）構築に積極的に補助金を提供するな
ど、アジア諸国が中国に代わる新たなバイオ製造の中心地として台頭しています。

技術・臨床詳細

バイオ医薬品製造において、サプライチェーンの安定性と多様化が喫緊の課題となる
中、各国の戦略的投資が活発化しています。富士フイルムダイオシンステクノロジーズ
の巨額投資は、細胞・遺伝子治療やワクチンなど、需要が高まる高度な治療法の製造能
力を強化することを目的としています。日本政府の補助金は、国内のCDMOエコシステ
ムを強化し、緊急時の医薬品供給確保や、国際的な競争力向上を目指すものです。ま
た、韓国は、大型分子（抗体医薬品など）の製造において既に重要な能力を確立してお
り、インドのCDMO市場は2024年の84億ドルから2029年までに154億ドルへとほぼ倍増
する予測があり、微生物発酵や化学合成医薬品の製造で強みを発揮しています。

背景・業界文脈

過去数十年間、中国はコスト競争力と急速な技術導入により、世界の医薬品・バイオ製
造サプライチェーンの重要な一部を担ってきました。しかし、米中間の貿易摩擦と地政
学的緊張の高まりは、特にバイオテクノロジー分野における「デカップリング（分
離）」を加速させています。これにより、製薬企業はサプライチェーンのリスクを分散
させるため、中国以外の地域での製造パートナーを模索する動きが強まっています。こ
れは、日本、韓国、インドなどのアジア諸国にとって、バイオ製造拠点としての存在感
を高める絶好の機会となっています。



今後の展望

米国の政策転換は、世界のバイオ製造の地理的再編をさらに推進し、アジア太平洋地域
の各国が重要な役割を果たすことになるでしょう。投資家は、これらの地域における
CDMOへの投資機会や、政府支援を受けた国内製造基盤の強化に関心を持つべきです。
エンジニアやオペレーションマネージャーは、多様な地域での製造パートナーシップの
構築、新しい技術標準の導入、そしてグローバルなサプライチェーン管理の複雑さへの
対応が求められます。最終的には、より分散され、レジリエントなグローバルバイオ製
造ネットワークが構築されることが期待されます。

元記事: https://biopharmaapac.com/analysis/25/8006/when-america-builds-a-wall-who-inherits-chinas-

displaced-biotech-work.html

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://biopharmaapac.com/analysis/25/8006/when-america-builds-a-wall-who-inherits-chinas-displaced-biotech-work.html
https://biopharmaapac.com/analysis/25/8006/when-america-builds-a-wall-who-inherits-chinas-displaced-biotech-work.html


#15 Biosero、製薬R&Dの自動化を推進：自己補正バイオ
プロセシングプラットフォームを発表

概要

Bioseroは、製薬研究開発におけるバイオプロセシングの自動化を加速する自己補正プ
ラットフォームを発表しました。将来のシステムは、プロセス分析データに基づいて
プロトコルをリアルタイムで調整し、各実行から学習して後のバッチを改善すると予

測されています。機械学習アルゴリズムがプロセス分析技術（PAT）データを分析し、
培養条件や精製勾配を自動で調整することで、歩留まりと品質を最適化します。
BioseroのGBG Orchestratorは、上流から下流までの機器、ソフトウェア、データを調

整する統合ソリューションを提供します。

公開日 2026年05月28日  Biosero  アメリカ



詳細

主要成果

Bioseroは、製薬研究開発（R&D）分野におけるバイオプロセシングの自動化を推進す
る、自己補正型の先進プラットフォームを発表しました。この次世代システムは、リア
ルタイムで収集されるプロセス分析技術（PAT）データに基づいて、実験プロトコルや
製造条件を自動的に調整し、過去の実行から学習して継続的に最適化を行う能力を有し
ます。これにより、研究開発の効率と成果の再現性が飛躍的に向上します。

技術・臨床詳細

Bioseroが提唱する自動化プラットフォームの核心は、機械学習（ML）アルゴリズムの
統合にあります。MLアルゴリズムは、PATセンサーから得られる膨大なデータを分析
し、細胞培養のpH、溶存酸素、温度などの培養条件、さらには精製工程におけるクロ
マトグラフィー勾配などを自動的に調整します。この自己補正機能により、プロセスは
常に最適な状態で稼働し、製品の歩留まりと品質が最大化されます。Bioseroの主力製
品であるGBG Orchestratorは、このコンセプトを実現する統合ソリューションであり、
上流工程の細胞培養から下流工程の精製に至るまで、様々な実験機器、ソフトウェア、
そして生成されるデータをシームレスに調整します。

背景・業界文脈

製薬R&Dでは、複雑なバイオプロセス、手作業による高い変動性、そして多大な時間と
コストが課題となっています。特に、細胞・遺伝子治療薬のような新規モダリティの開
発では、迅速なプロセス開発と厳格な品質管理が求められます。Pharma 4.0の概念が普
及する中で、データ駆動型のアプローチと自動化は、これらの課題を解決し、創薬パイ
プラインを加速させるための不可欠な要素となっています。自己補正システムは、人間
の介入なしにプロセスを最適化することで、研究のボトルネックを解消し、より信頼性
の高い結果を迅速に生み出すことを目指します。



今後の展望

自己補正型のバイオプロセシング自動化プラットフォームは、製薬R&Dの未来を大きく
変える可能性を秘めています。これにより、新薬開発のリードタイムが短縮され、市場
投入までの期間が大幅に削減されることが期待されます。投資家にとっては、研究開発
の効率化とコスト削減に直結するこの技術は、バイオ医薬品業界における競争優位性を
確立する上で重要な要素となります。エンジニアにとっては、ロボティクス、AI、デー
タサイエンス、バイオプロセス工学の知識を融合させた新たな専門分野の開拓が求めら
れるでしょう。

元記事: https://biosero.com/blog/automating-bioprocessing-the-next-step-in-pharma-r-and-d/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://biosero.com/blog/automating-bioprocessing-the-next-step-in-pharma-r-and-d/


#16 ENCell、米国Ingenium社のAML標的NK細胞療法
「gengleucel」の臨床製造契約を獲得

概要

細胞・遺伝子治療専門CDMOのENCellは、Ingenium Therapeutics社の同種NK細胞療法
候補「gengleucel」について、米国での臨床試験材料の製造契約を獲得しました。こ
の療法はAMLの微小残存病変（MRD）を標的とし、Ingenium独自のMemory NK細胞

技術を組み込んでいます。FDAからオーファン指定を受けており、IngeniumはPhase 1

試験をスキップして直接Phase 2に進む計画についてFDAから肯定的なフィードバック
を得ているため、開発が大幅に加速される見込みです。

公開日 2026年06月04日  KBR  韓国



詳細

主要成果

細胞・遺伝子治療に特化した韓国のCDMO（医薬品受託開発製造機関）であるENCell

は、米国のIngenium Therapeutics社が開発を進める同種NK細胞療法候補「gengleucel」
について、米国における臨床試験材料の製造契約を獲得しました。この契約は、
gengleucelが急性骨髄性白血病（AML）の微小残存病変（MRD）を標的とする革新的な
治療薬であり、Ingenium独自のMemory NK細胞技術が組み込まれていることから、極
めて重要な意味を持ちます。特に、gengleucelは米国FDAからオーファン指定を受けて
おり、IngeniumはPhase 1試験をスキップして直接Phase 2に進む計画についてFDAから
肯定的なフィードバックを得ており、開発が大幅に加速される見込みです。

技術・臨床詳細

gengleucelは、Ingenium Therapeutics独自のMemory NK細胞技術を基盤とした同種（ド
ナー由来）NK細胞療法です。Memory NK細胞は、従来のNK細胞と比較して、高い増殖
能力と抗腫瘍活性、そして長期的な持続性を示すことが期待されています。AMLにおけ
る微小残存病変（MRD）は、完全寛解を達成した後でも再発の原因となる主要な因子で
あり、MRDを効果的に標的とする治療法は、患者の予後を大きく改善する可能性があり
ます。ENCellは、このような高度な細胞治療薬の製造において豊富な経験と専門知識を
持ち、厳格なGMP基準に準拠した製造能力を提供します。FDAからのPhase 1スキップ
の許可は、非臨床データや作用機序の強力な証拠に基づいたものであり、医薬品開発パ
スの効率化を示唆しています。

背景・業界文脈

NK細胞療法は、CAR-T細胞療法と同様に、がん免疫療法における次世代の治療法として
注目されていますが、CAR-T細胞療法に見られるサイトカイン放出症候群（CRS）や神
経毒性などの重篤な副作用リスクが低いという利点があります。特に同種NK細胞療法
は、自家細胞療法と異なり、オフザシェルフ（既製品）での提供が可能であるため、製
造コストの削減、患者への迅速な供給、および治療アクセスの向上が期待されます。
AMLは予後不良の疾患であり、新たな治療選択肢が強く求められています。CDMOは、
このような複雑な細胞治療薬の製造を専門的に行うことで、開発企業の負担を軽減し、
革新的な治療薬の早期実用化に貢献しています。



今後の展望

今回の製造契約締結は、Ingenium Therapeuticsのgengleucelが臨床開発の後期段階へと
迅速に移行するための重要なマイルストーンです。Phase 2試験での良好な結果は、
AML患者にとって新たな希望となるだけでなく、NK細胞療法の商業化に向けた大きな
一歩となるでしょう。ENCellにとっては、米国市場での細胞治療CDMOとしてのプレゼ
ンスを確立し、さらなる成長の機会を生み出すことになります。投資家は、細胞・遺伝
子治療分野における有望なパイプラインと、それを支える高度な製造プラットフォーム
を持つ企業に注目するでしょう。

元記事: https://www.koreabiomed.com/news/articleViewAmp.html?idxno=31886

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.koreabiomed.com/news/articleViewAmp.html?idxno=31886


#17 高密度灌流システムにおけるバイオリアクターターン
ダウン比がN-1灌流プログラムを革新

概要

高密度灌流システムにおけるバイオリアクターのターンダウン比の最適化が、N-1灌
流プログラムに大きな変革をもたらします。ターンダウン比10:1以上のバイオリアク
ターは、シード培養と生産培養を同一容器内で実施可能にし、専用のN-1シードバイ

オリアクターが不要となることで、設備立ち上げ期間を短縮します。この技術は、プ
ロセス強化プログラムにおいて、より小さなシードトレインと高い接種密度をターゲ
ットとする上で極めて価値があり、バイオ製造の効率と柔軟性を向上させます。

公開日 2026年06月04日  Drug Discovery News  アメリカ



詳細

主要成果

高密度灌流システムにおいて、バイオリアクターの「ターンダウン比」がN-1灌流プロ
グラムに革新的な影響を与えることが明らかになりました。ターンダウン比10:1以上を
達成できるバイオリアクターは、シード培養と生産培養の両方を同一の容器内でシーム
レスに実施することを可能にします。これにより、専用のN-1シードバイオリアクター
が不要となり、設備立ち上げ期間の大幅な短縮と、バイオ製造プロセスの合理化が実現
されます。

技術・臨床詳細

ターンダウン比とは、バイオリアクターが安定して運転できる最大容量と最小容量の比
率を指します。例えば、10:1のターンダウン比を持つ1000Lバイオリアクターは、100L

から1000Lまでの容量範囲で効率的な培養が可能です。N-1灌流プログラムでは、まず
バイオリアクター内でシード培養を行い、細胞密度を非常に高いレベル（例: 1億細
胞/mL以上）まで高めます。その後、同じバイオリアクター内で生産培養へと移行し、
高密度の細胞を直接生産フェーズに投入します。この「同一容器内でのN-1」アプロー
チは、シードトレインにかかる時間、スペース、労働力を削減し、汚染リスクを低減し
ます。この技術は、特にプロセス強化戦略において、より小さなシードトレインでより
高い接種密度を達成するための鍵となります。

背景・業界文脈

バイオ医薬品製造業界は、コスト効率の向上、生産リードタイムの短縮、そしてプロセ
スの柔軟性向上という永続的な課題に直面しています。高密度灌流培養は、これらの課
題に対応するための重要な技術として広く採用されています。N-1灌流の概念は、上流
工程の効率を最大化し、製造プロセス全体のフットプリントを縮小することを目指しま
す。ターンダウン比の向上は、この目標を達成するための物理的・工学的基盤を提供
し、特に希少疾患治療薬や個別化医療のような少量多品種生産が必要な場合に、その価
値を最大限に発揮します。



今後の展望

バイオリアクターのターンダウン比技術の進化は、将来のバイオ製造工場における設計
と運用に大きな影響を与えるでしょう。これにより、設備投資の最適化、生産バッチ間
の切り替え時間の短縮、そして全体的な運用コストの削減が可能になります。投資家
は、この技術がもたらす長期的な効率性と柔軟性に注目すべきであり、バイオプロセス
エンジニアは、高密度灌流システムと最適なターンダウン比を持つバイオリアクターの
設計・統合において、その専門知識がますます重要になります。最終的には、医薬品の
迅速な市場投入と、患者へのアクセス向上に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.drugdiscoverynews.com/evaluating-turndown-ratios-in-high-density-perfusion-

17216

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drugdiscoverynews.com/evaluating-turndown-ratios-in-high-density-perfusion-17216
https://www.drugdiscoverynews.com/evaluating-turndown-ratios-in-high-density-perfusion-17216


#18 ラバル大学、バイオ製造プロセスの予測モデリングに
関する研究テーマを発表

概要

ラバル大学は、バイオ製造プロセスの予測モデリングに関する研究テーマの募集を発
表しました。このテーマは、デジタルツイン、機械学習、細胞培養、タンパク質、バ
イオリアクター、データ分析といったキーワードに焦点を当てています。コンピュー

タサイエンスまたはバイオインフォマティクス、あるいは化学または生化学工学のバ
ックグラウンドを持つ候補者を求めており、特にプログラミング、データ分析、機械
学習、細胞培養の経験や関心が重視されます。この研究は、次世代のバイオ製造を支

える基盤技術の発展を目指します。

公開日 2026年06月03日  Université Laval  カナダ



詳細

主要成果

カナダのラバル大学は、バイオ製造プロセスの予測モデリングにおける博士研究テーマ
の募集を発表しました。この研究は、デジタルツイン、機械学習、細胞培養、タンパク
質精製、バイオリアクター最適化、データ分析といった最先端技術を統合し、バイオ医
薬品製造の効率性と予測性を飛躍的に向上させることを目指します。これは、Pharma

4.0の推進と次世代バイオ製造技術の確立に向けた重要なステップとなります。

技術・臨床詳細

本研究テーマは、主に以下の技術分野に焦点を当てます。

デジタルツイン：物理的なバイオ製造プロセスを仮想空間で再現し、リアルタイムデ
ータと同期させることで、プロセスの挙動をシミュレーション・予測します。

機械学習（ML）：細胞培養やタンパク質生産の複雑なデータセットからパターンを
抽出し、収量、品質、安定性を予測するモデルを構築します。

バイオリアクターの最適化：MLモデルを用いて、バイオリアクター内の培養条件
（温度、pH、溶存酸素、栄養供給など）を動的に調整し、生産性を最大化します。

データ分析：大量のプロセスデータ（PATデータ、履歴データなど）を高度な統計手
法とMLアルゴリズムで解析し、プロセス内のボトルネックや改善点を特定します。

この研究は、バイオ製造の「ブラックボックス」を解明し、より科学的根拠に基づいた
意思決定を可能にすることを目的としています。

背景・業界文脈

バイオ医薬品の需要が増大し、細胞・遺伝子治療といった複雑な治療薬が登場する中
で、製造プロセスの最適化は喫緊の課題です。従来の経験則や手動調整に頼る方法で
は、開発期間が長く、コストが高く、バッチ間の変動性も問題となります。予測モデリ
ングは、これらの課題を克服し、開発リスクを低減し、製品品質の一貫性を保証するた
めの強力なアプローチとして注目されています。学術機関と産業界の連携により、この
分野の技術革新が加速することが期待されます。



今後の展望

この博士研究テーマで得られる知見と技術は、バイオ医薬品製造プロセスの予測能力を
大幅に高め、開発期間の短縮とコスト削減に貢献するでしょう。特に、個別化医療製品
の製造における柔軟性と効率性の向上に寄与することが期待されます。投資家にとって
は、デジタル化とAI化が進むバイオ製造分野のR&D投資は、将来の競争力を左右する重
要なファクターとなります。エンジニアにとっては、コンピュータサイエンス、バイオ
インフォマティクス、化学工学の境界領域で活躍できる新たなキャリアパスが開かれる
ことを示唆しています。

元記事: https://www.abg.asso.fr/en/candidatOffres/show/id_offre/139411/job/predictive-modeling-of-

biomanufacturing-processes

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.abg.asso.fr/en/candidatOffres/show/id_offre/139411/job/predictive-modeling-of-biomanufacturing-processes
https://www.abg.asso.fr/en/candidatOffres/show/id_offre/139411/job/predictive-modeling-of-biomanufacturing-processes


#19 SelectScienceが微生物生態系応答解明ウェビナー開
催：BioXplorerプラットフォーム活用

概要

SelectScienceは、「栄養変化に対する生態系応答の探索：Microbes in Motion」ウェビ
ナーを開催します。BioXplorerプラットフォームは、自動化された環境制御、柔軟な供
給戦略、統合された監視およびサンプリング機能を提供し、複雑な微生物群集から再

現性の高い実験条件を確立し、高品質のデータセットを生成するのに貢献します。こ
のウェビナーは、マイクロバイオーム研究、微生物生態学、発酵、合成生物学、シス
テム生物学、バイオプロセス開発に携わる科学者にとって貴重な機会となります。

公開日 2026年06月02日  SelectScience  イギリス



詳細

主要成果

SelectScienceは、「Microbes in Motion Exploring Ecosystem Response to Nutrient

Changes」と題したウェビナーを開催します。このウェビナーでは、BioXplorerプラッ
トフォームが、自動化された環境制御、柔軟な供給戦略、および統合された監視・サン
プリング機能を通じて、複雑な微生物群集における再現性の高い実験条件の確立と高品
質データセットの生成にどのように貢献するかを詳述します。これは、微生物生態学お
よびバイオプロセス開発の分野における新たな研究の可能性を開くものです。

技術・臨床詳細

BioXplorerプラットフォームは、微生物培養の精密な制御とデータ収集を可能にする統
合システムです。

自動化された環境制御：温度、pH、溶存酸素、撹拌速度などの培養パラメーターを
正確かつ自動的に管理し、実験条件の一貫性を保証します。

柔軟な供給戦略：栄養素や基質の添加をプログラム可能で、複雑な栄養変化シナリオ
を再現し、微生物の応答を詳細に調査できます。

統合された監視およびサンプリング機能：リアルタイムセンサーと自動サンプリング
システムにより、培養中の代謝物、細胞密度、遺伝子発現などのデータを連続的に収
集し、ハイスループットな解析をサポートします。

これらの機能により、研究者は、手動操作に起因する変動性を排除し、より信頼性の高
い実験結果を得ることができます。ウェビナーでは、具体的な事例研究を通じて、これ
らの機能がどのように微生物生態系の理解とバイオプロセス最適化に役立つかが紹介さ
れます。

背景・業界文脈

マイクロバイオーム研究、合成生物学、バイオプロセス開発の分野は、環境問題、食料
安全保障、医薬品生産など、地球規模の課題解決に貢献する可能性を秘めています。こ
れらの分野では、複雑な微生物群集の動態を理解し、その機能を制御することが極めて
重要です。しかし、微生物培養の複雑さと、データ収集の課題が研究の進展を妨げてき
ました。BioXplorerのような自動化プラットフォームは、これらのボトルネックを解消
し、より効率的で再現性の高い研究を可能にするための鍵となります。



今後の展望

このウェビナーで紹介される技術とアプローチは、微生物研究者やバイオプロセスエン
ジニアが、栄養変化に対する微生物生態系の応答をより深く理解し、新たなバイオ製品
やプロセスの開発にその知見を応用するための基盤を提供します。これにより、持続可
能なバイオ燃料、次世代プロバイオティクス、高効率なバイオ生産システムなどの開発
が加速されると期待されます。投資家は、精密な微生物制御技術がもたらす革新的な応
用分野の可能性に注目すべきでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#20 富士フイルムダイオシンステクノロジーズが細胞培
養、微生物発酵、ウイルスベクター、細胞治療で技術的リ
ーダーシップを強化

概要

富士フイルムダイオシンステクノロジーズは、細胞培養、微生物発酵、ウイルスベク

ター、細胞治療といった主要分野で技術的リーダーシップとcGMP製造施設を組み合わ
せることに注力しています。同社は、これら4つのモダリティにおいて、世界クラスの
受託開発製造（CDMO）サービスを提供することで、バイオ医薬品開発のパートナー

としての地位を確固たるものにしています。この戦略は、複雑なバイオ医薬品の製造
ニーズに応え、市場投入を加速させるためのものです。

公開日 2026年06月03日  MabDesign  フランス



詳細

主要成果

富士フイルムダイオシンステクノロジーズ（Fujifilm Diosynth Biotechnologies）は、細
胞培養、微生物発酵、ウイルスベクター、そして細胞治療というバイオ医薬品製造の主
要4分野において、その技術的リーダーシップと世界クラスのcGMP（現行医薬品適正製
造規範）製造施設を統合することに戦略的に注力しています。このアプローチにより、
同社は多様なモダリティに対応できる強力なCDMO（医薬品受託開発製造機関）として
の地位を強化しています。

技術・臨床詳細

富士フイルムダイオシンステクノロジーズは、これらの分野で以下のような専門知識と
能力を提供しています。

細胞培養：抗体医薬品や組換えタンパク質の大規模生産に向けた哺乳類細胞培養プロ
セスの開発と製造。

微生物発酵：細菌や酵母を用いた治療用タンパク質やプラスミドDNAの高効率生
産。

ウイルスベクター：遺伝子治療やワクチンに不可欠なアデノ随伴ウイルス（AAV）や
レンチウイルスベクターなどの製造。

細胞治療：CAR-T細胞療法やiPSC由来細胞治療など、複雑な細胞製品のプロセス開発
とGMP製造。

同社のcGMP施設は、これらの複雑なプロセスに対応するための最新鋭の設備と厳格な
品質管理システムを備えており、初期のプロセス開発から商業生産まで一貫したサービ
スを提供します。



背景・業界文脈

バイオ医薬品市場は、がん、遺伝性疾患、自己免疫疾患など、様々な疾患に対する新し
い治療法の出現により急速に拡大しています。特に細胞・遺伝子治療は、従来の医薬品
では治療困難だった疾患に対し、根本的な解決策を提供する可能性を秘めています。し
かし、これらの高度な治療法の製造は極めて複雑で、多大な技術的専門知識と資本投資
を必要とします。富士フイルムダイオシンステクノロジーズのようなCDMOは、開発企
業がこれらの課題を克服し、革新的な医薬品を迅速に患者に届けるための不可欠なパー
トナーとなっています。

今後の展望

富士フイルムダイオシンステクノロジーズのこの統合戦略は、今後数年間で同社の市場
シェアをさらに拡大し、バイオ医薬品業界におけるその影響力を強化するでしょう。特
に、複数モダリティに対応できる能力は、顧客にとってワンストップソリューションを
提供し、開発プロセスを簡素化するメリットをもたらします。投資家は、革新的な治療
法を支える製造インフラへの投資が、長期的な成長と高いリターンを生み出す可能性に
注目すべきです。エンジニアにとっては、これらの多様な製造技術を習得し、統合的な
ソリューションを設計・運用する機会が拡大します。

元記事: https://mabdesign.fr/en/news/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://mabdesign.fr/en/news/


#21 テルモがアジアの細胞治療スケールアップを支援する
「エコシステムブループリント」を発表

概要

テルモは、アジア太平洋地域における細胞治療のスケーリングを支援するため、新し
い「エコシステムブループリント」を発表しました。この戦略は、ワークフロー、機
器（例：Quantum Flex Cell Expansion System）、およびトレーニングを統合すること

で、細胞治療が初期開発からスケーラブルで反復可能な提供へと移行することを目指
します。特にCAR-T細胞療法に焦点を当て、中国や東南アジアでの製造拠点への関心
が高まっており、アジア市場における細胞治療のアクセス向上と商業化を加速させま

す。

公開日 2026年06月03日  Regen Report  日本



詳細

主要成果

日本の大手医療機器メーカーであるテルモは、アジア太平洋地域における細胞治療のス
ケーリングを支援するための革新的な「エコシステムブループリント」を発表しまし
た。このブループリントは、細胞治療が研究開発段階から、商業的に実現可能で再現性
の高い提供へと移行できるよう、ワークフロー、機器、および専門的なトレーニングを
包括的に統合することを目指しています。これは、特にCAR-T細胞療法をはじめとする
高度な細胞治療の普及を加速させる重要な戦略です。

技術・臨床詳細

テルモのエコシステムブループリントは、以下の主要な要素で構成されています。

統合されたワークフロー：細胞分離、培養、最終製品化に至るまでの各ステップを最
適化し、シームレスな移行を可能にします。

先進的な機器：Quantum Flex Cell Expansion System™など、テルモの細胞培養関連製
品群を中核として、効率的かつ高品質な細胞製造をサポートします。このシステム
は、閉鎖系で細胞の自動拡張を可能にし、汚染リスクを低減しながらスケーラビリテ
ィを提供します。

専門トレーニング：細胞治療の製造に関わる技術者や研究者に対し、プロセス開発、
GMP（適正製造規範）遵守、機器運用に関する包括的なトレーニングを提供し、地
域の技術力を底上げします。

このアプローチは、CAR-T細胞療法のような複雑な個別化医療製品の製造における標準
化と効率化を図り、品質の一貫性を保証することを目的としています。

背景・業界文脈

アジア太平洋地域は、巨大な患者人口と急速な経済成長を背景に、細胞治療市場におい
て世界的に最も急成長している地域の一つです。特に中国や東南アジアでは、政府の支
援も手伝い、CAR-T細胞療法を含む再生医療製品の製造拠点としての関心が高まってい
ます。しかし、これらの地域では、高度な製造技術、品質管理システム、熟練した人材
の不足が、細胞治療の商業化と普及における大きな課題となっていました。テルモのエ
コシステムブループリントは、これらの課題に対処し、地域全体での細胞治療のアクセ
スを向上させるための包括的なソリューションを提供します。



今後の展望

テルモのエコシステムブループリントは、アジア太平洋地域における細胞治療の商業化
を加速し、より多くの患者に革新的な治療法を届けるための強力な推進力となるでしょ
う。投資家にとっては、成長著しいアジアの細胞治療市場におけるテルモの戦略的なポ
ジショニングと、その包括的なソリューションがもたらす長期的な成長機会が注目され
ます。エンジニアや研究者は、このような統合型プラットフォームを通じて、細胞治療
製造における新たな標準を確立し、地域全体の技術力を向上させるための重要な役割を
果たすことが期待されます。

元記事: https://theregenreport.com/2026/06/02/interview-from-zero-to-one-how-terumos-ecosystem-

blueprint-is-helping-scale-cell-therapies-in-asia/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://theregenreport.com/2026/06/02/interview-from-zero-to-one-how-terumos-ecosystem-blueprint-is-helping-scale-cell-therapies-in-asia/
https://theregenreport.com/2026/06/02/interview-from-zero-to-one-how-terumos-ecosystem-blueprint-is-helping-scale-cell-therapies-in-asia/


#22 LonzaがDNAからIND申請まで最短6ヶ月のバイオロ
ジクス製造サービスを発表：GS Ori-Go™を導入

概要

Lonzaは、生物製剤向けに強化された「DNAからIND申請まで（DNA-to-IND）」のサ
ービスを発表し、モノクローナル抗体プログラムの場合、最短6ヶ月でIND申請準備を
整えることを目指します。この迅速なタイムラインは、効率化されたプロセス開発と

プラットフォーム技術によって支えられており、毒性試験グレードの治験薬は約2ヶ月
で利用可能となります。特に、GS Gene Expression System®用の新しいベクタープラ
ットフォーム「GS Ori-Go™」の導入が、この加速されたスケジュールを可能にする主

要因です。

公開日 2026年06月03日  PharmaSource  スイス



詳細

主要成果

世界的なCDMO（医薬品受託開発製造機関）であるLonzaは、生物製剤の開発を大幅に
加速する強化された「DNAからIND申請まで（DNA-to-IND）」のサービスを発表しま
した。この革新的な提供により、モノクローナル抗体プログラムの場合、IND（治験薬
申請）準備を最短6ヶ月で完了できるという画期的なタイムラインを実現します。さら
に、毒性試験グレードの治験薬を約2ヶ月で供給可能とし、前臨床開発のボトルネック
を解消します。

技術・臨床詳細

この加速されたDNA-to-INDサービスは、以下の主要な技術革新と効率化されたプロセ
スによって支えられています。

最適化されたプロセス開発：長年の経験と実績に基づいた標準化されたプロセス開発
戦略を適用し、各ステップの効率を最大化します。

プラットフォーム技術：特にモノクローナル抗体向けに最適化された既存のプラット
フォームを利用することで、開発時間を短縮し、リスクを低減します。

新ベクタープラットフォーム「GS Ori-Go™」の導入：GS Gene Expression System®
に特化したこの新しいベクターシステムは、高効率な遺伝子導入と高レベルのタンパ
ク質発現を可能にし、製造プロセスの初期段階から生産性を大幅に向上させます。こ
れにより、細胞株開発から治験薬製造までの期間が短縮されます。

迅速な毒性試験薬の供給：IND申請前の重要なステップである毒性試験に必要な治験
薬を、契約後約2ヶ月という驚異的な速さで供給できる体制を確立しています。

これらの技術とプロセスの統合により、初期発見から臨床開発への移行が劇的に加速さ
れます。



背景・業界文脈

バイオ医薬品の開発は、複雑な研究開発プロセスと長いリードタイムが課題でした。特
に、IND申請準備には多大な時間とリソースが必要とされ、これが新規治療薬の市場投
入を遅らせる主要因となっていました。LonzaのようなCDMOが提供するDNA-to-INDサ
ービスは、このボトルネックを解消し、バイオファーマ企業が競争の激しい市場で優位
に立つことを可能にします。迅速な開発パスは、患者への革新的な治療法の提供を加速
する上で不可欠です。

今後の展望

Lonzaの強化されたDNA-to-INDサービスは、バイオ医薬品開発の標準的なタイムライン
を再定義する可能性を秘めています。この迅速なアプローチは、特にがん免疫療法や希
少疾患治療薬など、アンメットメディカルニーズの高い分野での新薬開発を加速させる
でしょう。投資家にとっては、効率的な開発パスを提供するCDMO企業は魅力的であ
り、バイオファーマ企業は、より迅速にパイプラインを前進させ、競争力を高めること
ができます。エンジニアは、この高速開発を実現するプラットフォーム技術と自動化プ
ロセスの設計・運用において、その専門性がより一層求められることになります。

元記事: https://pharmasource.global/content/news/cdmo-news/lonza-launches-enhanced-dna-to-ind-

offering-with-six-month-ind-timelines/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pharmasource.global/content/news/cdmo-news/lonza-launches-enhanced-dna-to-ind-offering-with-six-month-ind-timelines/
https://pharmasource.global/content/news/cdmo-news/lonza-launches-enhanced-dna-to-ind-offering-with-six-month-ind-timelines/


#23 AGC BiologicsとAsimovが単一プラスミドLentiviral
Edge Packaging細胞株ライセンスでウイルスベクター製
造を革新

概要

AGC BiologicsとAsimovは、Asimovの既成Lentiviral (LV) Edge Packaging細胞株のライ

センス契約を締結し、ウイルスベクター製造に革新をもたらします。AGC Biologicsの
ミラノ拠点は、従来の4プラスミドプロセスではなく、単一プラスミドトランスフェク
ションからの生産を可能にするLVパッケージングシステムを提供できるようになりま

した。この技術は、ウイルスベクター生産のコスト削減とプロセスの大幅な簡素化を
実現し、遺伝子治療薬の商業化を加速させることが期待されます。

公開日 2026年06月03日  MetaphysicalCells  不明



詳細

主要成果

AGC Biologicsは、合成生物学のリーダー企業であるAsimovと、Asimovが開発した既成
Lentiviral (LV) Edge Packaging細胞株のライセンス契約を締結しました。この画期的な提
携により、AGC Biologicsのミラノにある細胞・遺伝子治療センターオブエクセレンス
は、従来の4プラスミドを用いたウイルスベクター生産プロセスに代わり、単一プラス
ミドトランスフェクションからLVを生産できる技術を導入します。この技術革新は、ウ
イルスベクター製造のコストを劇的に削減し、プロセスを簡素化する上で極めて重要で
す。

技術・臨床詳細

従来のレンチウイルスベクター生産は、通常、複数のプラスミド（構造タンパク質、パ
ッケージング要素、遺伝子導入ターゲットなど）を細胞に同時導入する複雑な4プラス
ミドトランスフェクションシステムを必要としました。これに対し、AsimovのLV Edge

Packaging細胞株は、必要なパッケージング要素を細胞ゲノムにあらかじめ組み込むこ
とで、導入するプラスミドの数を単一に削減します。この単一プラスミドトランスフェ
クションは、以下のメリットをもたらします。

製造コストの大幅な削減：高価なGMPグレードのプラスミド製造の負担が軽減され
ます。

プロセスの簡素化：複雑なプラスミド比の最適化や共トランスフェクションの効率化
が不要になります。

再現性とスケーラビリティの向上：より単純なプロセスは、バッチ間の一貫性を高
め、大規模生産へのスケールアップを容易にします。

迅速な開発：プロセス開発のリードタイムが短縮され、遺伝子治療薬の市場投入が加
速されます。

AGC Biologicsは、この技術をミラノの拠点に導入し、遺伝子治療薬開発を支援する
CDMOとしての提供価値をさらに高めます。



背景・業界文脈

遺伝子治療薬の急速な発展に伴い、その主要なデリバリーツールであるウイルスベクタ
ーの製造は、常にボトルネックとなってきました。特に、製造の複雑性、高コスト、ス
ケーラビリティの課題が、遺伝子治療薬の商業化と患者へのアクセスを制限する要因と
なっていました。Asimovのような合成生物学企業が開発するプラットフォーム技術は、
これらの課題を根本的に解決し、遺伝子治療薬製造の効率と経済性を改善するための鍵
となります。

今後の展望

AGC BiologicsとAsimovの提携は、遺伝子治療薬製造における新たな標準を確立し、業
界全体のコスト構造と効率に大きな影響を与えるでしょう。この技術は、より多くの遺
伝子治療薬候補が臨床開発に進み、最終的に市場に投入されることを可能にします。投
資家にとっては、ウイルスベクター製造の革新は、成長著しい遺伝子治療市場における
投資機会を広げるものとして注目されます。エンジニアは、このような先進的な細胞株
とプロセスを活用し、遺伝子治療薬製造の課題を解決するための新たなソリューション
開発に貢献することが期待されます。

元記事: https://marinatalamanou.substack.com/p/techbio-cell-and-gene-therapies-part

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://marinatalamanou.substack.com/p/techbio-cell-and-gene-therapies-part

